
オーストラリア･クイーンズランド州

におけるリテラシーの評価

足立幸子

1.はじめに

本稿の目的は､オーストラリアのクイーンズランド州のリテラシー評価の実

態を描き出すことで､国際的な読むこと･啓くことの評価や指導の動向を示し､

我が国の読むこと･寮くことの評価及び指導のあり方を考察することである｡

オーストラリアは､先に行われた国際網査(PISA:Programme for

International Student Assessment)で､ 2000年の調査でも2003年の調査で

も､読解力平均得点が4位と商い成横を上げている(Lokan, Greenwood &

Cresswell, 2000),英語圏の国々の中で､古い伝統から比較的自由で､先進的

な取り組みを行っている国として知られている｡基本的には州ごとに教育を行

っているが､中でもクイーンズランド州は､クイーンズランド大学の研究を積

極的に州の教育政柴に取り入れていることで､英語圏の研死者からも広く注目

を集めている(Tierney, R. J. & Readence, 2005),本欄は､我が国でクイーン

ズランド州の取り組みを取り上げるおそらく初めての原稿であるので､その取

り親み自体を紀述することに塞きをおくことになるが､なぜこの取り組みが我

が国に影響を与えるのか､どのような点で影響を与えるのかについても､検肘

を加えたい｡

2.英語圏におけるリテラシー教育研究の動向

本稿のタイトルには､ ｢読むこと｣｢昏くこと｣ではなく､ ｢リテラシー｣と

いう青葉を用いた｡英語圏の国々では､最近では､リテラシー教育という青葉

を頻繁に用いるようになったO　これは､我々が行っている行為が､従来の意味

で用いている文字情報を｢読むこと｣ ｢審くこと｣の範囲に入りきらなくなっ

ていることを意味している｡

1996年にニューロンドン･グループが提案したマルチリテラシーズという

概念は､このことを象徴的に表し､英語圏のリテラシー教育に大きな影響を与

えた(New London Group, 1996. Cope & Kalantzis, 2000.足立, 2005.),マル

チリテラシーズとはリテラシー､すなわち､読んだり書いたりすることが､マ

ルチな状態であることを指す｡マルチであるというのは､様々なメディアが発
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達した結果､例えばホームペ-ジを読んだり作ったりすることのように､様々

な色や形などの視覚デザインや音声までもを含めて読んだり､表現したりする

ということ､さらに単言語ではなく､様々な言語を使いこなしていくという現

状を表しているOニューロンドン･グループは､この現状から社会の未来像を

想定し､その社会の中で学ばれるべきマルチリテラシーズの教育のあり方をモ

デル化した｡それは､生徒が､自己の経験から立ち上がる内容 (このことをニ

ューロンドン･グループは ｢状況に埋め込まれた実践｣という概念として提示

した)について､メタ言語によって意味を明示しながら (同 ｢明白な指導｣)､
その内容が存在する枠組みを検証し (同 ｢批判的構成｣)､他の文脈に転移させ
る (同 ｢転移した実践｣)というものである｡それは､けして規範的な社会から､
読み書きを模倣的に教わるというものではなく､自分で意図的に意味を求め作

り出していく実践であるのである｡

マルチリテラシーズの概念は､出るべくして出された概念であった02000

年前後にかけて､マルチリテラシーズは英語圏の読むこと･審くことの教

育に携わる研究者 ･教育者に広く認知されるようになった｡最近の学会で

は､このようなマルチリテラシーズ実践の実態をとらえようとする質的研究

(QualitativeResearch)が､大半を占めるようになってきた｡読むことの対象
に対する研究も､市販されている絵本､児童文学､児童読み物 (科学読み物な

どノンフィクションを含む)はもちろんのこと､グラフィック･ノベルズ (日

本語で言うとマンガ､コミック本等)､デジタル ･ブック､インターネットな

ど幅を広げできている｡

3.ニュー｡ベーシックス｡プロジェクト

さて､このマルチリテラシーズを正面から教育政策レベルで取り上げたのが､

クイーンズランド州の､ニュー･ベーシックス･プロジェクトである｡ ニュー･

ベーシックス･プロジェクトには4つの柱がある｡それは､

(1)生涯の道筋と社会の未来像 (私は誰でどこに向かうのか)

(2)マルチリテラシーズとコミュニケーション･メディア (私はどのように意

味を作り出し､世界とコミュニケートするのか)

(3)活動的市民権 (コミュニティ､文化､経済における私の権利と費任は何か)

(4)環境とテクノロジー (どのように私は自分の周りにある世界を記述し､分

析し､形作るのか)

である｡(2)に ｢マルチリテラシーズ｣という言葉が含まれているだけでなく､

(1)～ (4)の内容全てが､こそ-ロンドン.グ)i,-プが捷案した社会の未来
像を踏まえているものとなっている｡

ニュー･ベーシックスとは ｢新しい基礎｣の意味である｡ すなわち､ニュー･

ベーシックス ･プロジェクトとは､従来の教科枠や既存の教育内容を見直し､

-2-



新しい教育の基礎的事項を提案するためのプロジェクトであった｡オーストラ

リアでは､基本的に州ごとに教育を行っているのであるが､1994年に国全体

のカリキュラム (基準あるいはフレームワーク)が発表されたOそして､各州

がそれぞれに州独自のカリキュラムを作成するということになったOニュー ･

ベーシックス ･プロジェクトは2005年の新しいカリキュラム作成のため (こ

のことをフレームワークと呼んでいる)に､州が実験的に行ったプロジェクト

であり､参加学校とともに新しい基礎を作り出していこうとする試みであった｡

このプロジェクトを支えたのは､クイーンズランド大学のAllanLuke､

CarmenLuke､PeterFreebodyといった研究者であり､彼らはマルチリテラ

シーズを提案したニューロンドン･グループのメンバーでもあったoLたがっ

て､ニュー ･ベーシックス ･プロジェクトはニューロンドン･グループの考え

方を踏まえているので､学習内容は生徒の自己の経験から立ち上ってくるもの

と考えている｡あらかじめの教科(KeyLearningArea)を想定しないOそこで､

クイ-ンズランド州政府は､リッチ ･タスクス (RichTasks､盈かな裸港とい

う意味)という大きな活動を提案し､その中に､マルチリチラシ-ズを使いこ

なす活動が含まれているようなしくみを線素した｡例えば､1年生-3年生の

リッチ ･タスクスの中に ｢ウェブページのデザイン｣というものがある｡その

中身は､

○イントラネットに､2ページ以上で電子メールリンクをはったウェブページ

をアップロードする｡

○個人 ･家族 ･学校 ･地域の人々に関する有益な情報を読み手に示す｡綴り･

表記法 ･文法の誤りをできるだけ押さえ､効果的に伝わるようにするO捷供さ

れる情報の性質は､来賓的なもので注目に催するようなものであるo

O電子媒体を適切に使いこなし､読み手が楽しんで読めるようにし､効果的な

字体の使用など美しいものにする｡使用可能なモデルを､計画的に慎重に組織

立てて再デザインしたものが現れるようにする｡

○テクノロジーの使用に関しては､ソフトウェアの利己的利用の特徴､ファイ

ルの管理､リンクの一貫性 ･効果的な利用 ･はり方などに注意するO 簡単にア

クセスしたり利用したりできるもの (たとえば最小限のスクロール)にするO

と様々な条件がついているのである｡

4.グレーディング･マスター

ニュー ･ベーシックス ･プロジェクトの評価はどのように行われているだろ

うかOクイーンズランド州は､グレーデイング･マスターという評価法を編み

出したoこれは､一種の図である｡そのリッチ ･タスクスにおけるいくつかの

重要な観点について､子どもの姿の状態を示したものである｡ 例えば､先ほど

例にあげた ｢ウェブページのデザイン｣の活動であれば､｢自分の記述｣｢ヂザ
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図1 グレーデイング･マスターの例 (ウェブページのデザイン)
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イン｣｢ウェブサイトの構築｣の3つの柱がある (図1参照)｡それぞれどのよ
うな姿になるのかが､事細かに紀されている｡全体は大まかにA､B/A､C/B､

C､Uの5段階によって分けられている｡Cまでが合格で､Uが不合格 (落第)

ということになる.ユニークなのは､この図は完全なマ トリックス (衆)には

なっていないということである｡図1に示したように､基準はその内容にあわ

せて､微妙に上下している｡また､内容も従来の読むこと･尊くことにとどま

らない､マルチリテラシーズらしいものとなっている｡例えば､デザインでよ

いと判断される現われとしては､そのデザインが

･ 麗子メディアにあっている

･ 読むのが楽しいように作られている

美しく心地よい作文となっている (例えば､絵を効果的に用いて)

･ 使用できるモデルを使ってよく計画されて､慎重で､組織だてられている

ものである

各姿は､必ずしも1つの段階に1つの姿ではない｡その内容によって､機械

的ではなく､配置されている｡ このようにして､細やかに生徒の姿を評価する

ためのツールが､グレーデイング･マスターなのであるO

5.ポートフォリオ

グレーデイング･マスターだけが､ニュー ･ベーシックス ･プロジェクトの

評価ツールではない｡ニュー ･ベーシックス ･プロジェクトは､始まった当初

は州のほうで､活動のモデルとしてのリッチ ･タスクスをはっきりあらわした

が､徐々に学校のニーズに合わせて､その学校独自のスクール ･タスクスを増

やしていくように導いているo

聾者が視察した範囲では､ポー トフォリオ (Portfolio)も､ニュー ･ベーシ
ックス ･プロジェクト参加校のリテラシーの評価で使用されていた｡ポートフ

ォリオ評価は､我が国でも広く紹介されることとなったが､もとは紙を挟んだ

ファイルで､そこに自分の行ったことや作品を溜め込んでいくというものであ

る｡筆者が視察したのほ､アルバムやスクラップ･ブックの作成の場面であった｡

これは､リッチ ･タスクスの ｢スクラップ ･プ,ツクをつくる｣にあたる｡スク

ラップ･ブックの歴史から､スクラップ ･ブックの用途､スクラップ･ブック

の作り方の鋭明のプリントが丁寧に挟み込まれた後､スクラップ･ブックのペ

ージが続いていたoこれを見て､教師はその子が､何をどのように学んでいる

かを評価していくのである｡

6.ルーブリック

もう一つ､印象的だったのは､ルーフリック (Rubric)である｡ルーブリッ
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クとは､生徒の活動の様子を一覧表にしたものである｡先のグレーデイング･

マスターよりも､単純な一覧表になっており､生徒の活動の表れが書かれてい

る｡ 印象的だと述べたのは､それを教師が子どもを観察するためにではなく､

子どもが自分自身の活動を評価するために用いるのである｡ 我が国でも自己評

価を最近は行うようになってきたが､どちらかというと ｢がんばったことを番

きましょう｣と活動を肯定していくようなことが多いO クイーンズランド州で

視察したのは､かなりはっきりとした段階で､主観ではなく具体的な活動での

ルーブリックであった.ルーブリックを作成したのは教師であるようだが､自

分で自分の活動をコン1､ロールし､客観的な位置を知ることを､小学校4年生

の授業で行っていた｡これは､ニューロンドン･グループが言うところの ｢明

白な指導｣や､メタ言語を用いながら､他の文脈に転移させていく ｢転移した
実践｣を実施しているものであると受け止めることができる｡

7.クイ-ンズランド州の3年生､5年生､7年生テスト

ところで､オーストラリアの州はすべて､ある一定の学年での試験を受けるO

それによって､落第が決まるCサンプリングではなく､金員が受ける試験であ

る｡クイ←ンズランド州の場合は､3年生と5年生と7年生の時に､リテラシ

ーと数学 (numeracy)のテストを受けることになっている｡

我が国と違うことは､リテラシーのテストの内容が､かなり現実的な社会に

相応したものになっているということであるO例えば､リテラシーは､雑誌

(magazine)に掲載された様々なタイプのテクスト6つを読むことになってい

るOマンガや､写真入りのノンフィクションの記事や､ホームページなど､マ

ルチリテラシーズの現象を雑誌という形式にすることによって､実現させてい

るQ これらは､一つの線条のテキストを理解す息ということにとどまらない｡

断片の情報をつなぎあわせて意味を読み取ったり､表現したりすることを求め

られているo また､リテラシ-のテストの中には､曹く作業もある｡｢年齢制

限に関わらず小さい子用の遊具で遊ぶ｣｢友達の背中をたたく｣｢ごみをくずか
ごに入れない｣｢友達が待っているにも関わらず水のみ場を独り占めする｣と
いうようなマンガがならんでおり､校長先生にそのマンガの ｢何が好きでない

か｣｢なぜ好きではないか｣｢どのように問題を修復することができそうか｣を
鋭明する手紙を書くという課題である｡

このように､オーストラリアのクイーンズランド州では､実社会に応じた様々

なリテラシーをマルチリテラシーズとしでまるごと評価しようとする取り組み

が行われているのである｡
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8.おわりに

本稿では､オーストラリアのクイーンズランド州のリテラシーの評価を捕垂

出し､マルチリテラシーズという読むこと及び番くことに､評価の方法の工夫

が必要であることを示した｡我が国では､メディア ･リテラシーという甫い方

で､リテラシーの多面的なあり方を授業に取り込もうという動きが増えてきて

いるが､成功をおさめているとは青いがたいoその1つには､このクイーンズ

ランド州の例で見たように､評価の方法にまでは､手が回っていないことに原

因があるO

本職では､グレーデイング ･マスター､ポー トフォリオ､ループリッグ､リ

テラシーのテストの4つを取り上げてみたO評価が実際の子どもの読み番き活

動を支えていることを実感できる事例ばかりである｡この中の1つでも我が国

の国語科教育に取り入れることで､我が国でも､より多面的な読むことや番く

ことの指導を展開させることができると考えられるO今後は､さらにどのよう

な仕組みがこのような先進的な実践を支えているのか､検討していきたい｡

付記

本職は､平成17年度～18年度文部科学省科学研究費補助金 (基盤研究B)

｢新時代の国語科教育に資するリテラシー概念の再構築｣(研究代表者中村敦雄)
の補助を受けている｡
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